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中
日
両
国
に
亙
る
佛
性
論
の
展
開
i
真
如
所
縁
縁
種
子
論
争
を
め
ぐ
っ
て
ー
久
下
陞
一
佛
性
論
争
の
系
譜
人
類
が
人
間
そ
の
も
の
の
尊
厳
に
目
覚
め
、
生
命
畏
敬
の
念
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
に
、
実
に
長
い
歴
史
と
広
大
な
空
間
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
の
「
人
権
宣
言
」
は
十
八
世
紀
末
に
成
文
化
す
る
が
、
東
洋
に
お
い
て
は
佛
教
が
そ
の
創
始
か
ら
取
り
組
ん
で
来
た
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
教
法
の
根
元
の
問
題
で
あ
る
が
故
に
そ
の
歩
み
の
中
で
一
貫
し
て
究
明
さ
れ
た
。
そ
れ
は
佛
性
論
と
し
て
展
開
す
る
。
佛
性
論
は
論
争
の
中
で
深
化
し
、
拡
充
し
て
い
く
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
歩
み
が
絶
え
ぎ
る
問
い
と
答
え
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
人
間
自
覚
の
道
程
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
論
争
は
イ
ン
ド
に
発
す
る
が
、
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
佛
教
の
中
で
激
化
の
途
を
た
ど
る
。
そ
し
て
こ
の
論
争
は
究
極
の
と
こ
ろ
、
悉
有
の
主
張
と
五
性
各
別
、
と
り
わ
け
一
分
無
性
の
主
張
と
の
対
決
と
な
る
。
鳩
摩
羅
什
門
下
の
竺
道
生
の
闡
提
成
佛
の
提
言
を
め
ぐ
る
事
件
は
中
国
に
お
け
る
佛
性
論
の
嚆
矢
と
し
て
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
五
世
紀
中
葉
の
こ
と
で
あ
る
。
曇
無
讖
の
『大
般
涅
槃
経
』
の
訳
が
成
り
、
悉
有
佛
性
の
説
が
通
説
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
玄
奘
に
よ
る
唯
識
教
学
に
立
つ
新
訳
佛
教
が
『解
深
密
経
』
『瑜
伽
師
地
論
』
等
に
拠
っ
て
行
佛
性
の
立
場
か
ら
五
性
各
別
説
一53一
を
提
唱
し
、
悉
有
佛
性
の
通
念
を
否
定
す
る
や
、
大
乗
涅
槃
経
を
奉
じ
、
真
諦
三
蔵
以
来
の
伝
統
た
る
理
佛
性
に
立
つ
旧
訳
佛
教
の
徒
衆
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
再
び
、
悉
有
か
一
分
無
性
か
を
め
ぐ
っ
て
佛
性
論
争
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
秀
抜
な
学
徒
の
多
く
は
、
己
が
学
燈
下
を
去
っ
て
玄
奘
の
傘
下
に
身
を
投
ず
る
が
、
中
に
は
孤
塁
を
守
つ
て
自
学
を
死
守
せ
ん
と
し
、
悉
有
佛
性
の
信
念
を
堅
持
し
て
新
訳
佛
教
の
強
大
化
に
一
矢
々
報
い
ん
と
す
る
学
徒
が
輩
出
す
る
。
浄
影
寺
慧
遠
の
流
れ
を
く
み
、
大
業
十
年
(六
一
四
)
鴻
臚
館
に
召
さ
れ
て
三
韓
の
留
学
僧
の
教
化
の
任
に
当
っ
た
霊
潤
は
そ
め
一
人
で
あ
る
。
彼
は
十
四
門
義
を
著
し
て
玄
奘
一
派
に
反
撃
を
加
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
玄
奘
門
下
の
高
足
、
嘉
尚
・
普
光
・
窺
基
と
共
に
四
人
の
一
人
と
称
さ
れ
、
顕
慶
元
年
(六
五
六
)
か
ら
同
四
年
に
至
る
間
の
訳
業
、
『阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
の
翻
訳
で
筆
受
を
つ
と
め
た
神
防
は
『
種
性
差
別
章
』
を
著
し
、
『倶
舎
論
疏
』
が
普
光
や
法
宝
の
疏
と
共
に
三
大
疏
の
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
そ
の
著
者
、
神
泰
は
一
巻
章
を
著
し
、
、共
に
霊
潤
の
説
に
反
駁
を
加
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
新
羅
の
義
栄
が
霊
潤
に
賛
同
す
る
と
い
っ
た
有
様
で
、
佛
性
を
め
ぐ
る
論
争
の
攻
防
は
激
し
い
交
錯
の
様
相
を
呈
す
る
。
そ
う
し
た
間
に
あ
っ
て
玄
奘
の
訳
場
に
参
じ
て
神
足
と
称
せ
ら
れ
た
法
宝
は
、
後
に
師
の
訳
風
に
不
審
を
い
だ
き
、
『倶
舎
論
疏
』
を
著
し
て
玄
奘
の
意
を
忠
実
に
汲
ん
だ
普
光
の
『倶
舎
論
記
』
を
批
判
し
、
こ
の
論
争
の
渦
中
に
身
を
投
ず
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
『
宋
高
僧
伝
』
は
時
代
の
権
威
、
三
蔵
の
訳
場
に
あ
っ
て
も
失
わ
な
か
っ
た
冷
厳
な
彼
の
ま
な
ぎ
し
を
伝
え
て
い
る
。
「
奘
初
訳
二婆
沙
論
一畢
。
宝
有
二疑
情
↓
以
二非
想
見
惑
一請
二益
之
幻
奘
別
以
二十
六
字
一
入
二
乎
論
中
↓
以
遮
二難
辞
↓
宝
白
レ
奘
日
。
此
二
句
四
句
為
二梵
本
有
無
幻
奘
日
吾
以
二義
意
一酌
レ情
作
耳
。
宝
日
。
師
豈
宜
下
以
二凡
語
一増
申
加
聖
言
量
上
乎
。
奘
日
。
斯
言
不
レ行
我
C　
)
知
レ之
矣
。
自
レ此
無
二烋
頡
三頏
于
奘
之
門
殉
至
三乎
六
離
二合
釈
義
め
」
彼
に
は
、
「以
二凡
語
一増
二加
聖
言
量
一」
と
い
う
玄
奘
の
態
度
、
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
学
風
が
、
内
情
に
通
じ
る
に
つ
れ
て
許
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
来
の
イ
ン
ド
佛
教
に
対
す
る
不
信
、
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
あ
る
種
の
疑
惑
を
持
ち
始
一54一
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
釈
尊
の
地
と
い
う
絶
対
的
な
権
威
が
よ
う
や
く
崩
れ
、
わ
れ
ら
中
国
に
学
び
取
っ
た
法
に
正
法
あ
ち
と
の
自
覚
が
萌
し
始
め
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
風
格
を
示
そ
う
と
し
た
の
が
「
無
烋
頡
頏
」
と
い
う
形
容
で
あ
ろ
う
。
聖
言
の
中
に
凡
語
が
混
じ
る
こ
と
を
翻
訳
に
知
っ
た
以
上
、
結
集
の
経
典
の
中
に
お
い
て
も
そ
れ
が
あ
り
う
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
は
ず
で
あ
る
。こ
の
自
覚
と
自
負
は
、
佛
性
論
に
お
い
て
玄
奘
の
学
派
が
主
張
す
る
説
に
承
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ρ
四
十
巻
の
『涅
槃
経
』
を
奉
ず
る
彼
は
一
切
皆
成
の
論
を
も
っ
て
、
敢
然
と
立
ち
向
う
の
で
あ
る
。
一
介
の
沙
門
と
な
っ
て
反
旗
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
著
『
一
乗
佛
性
権
実
論
』
及
び
『
一
乗
佛
性
究
竟
論
』
は
唯
識
法
相
学
派
の
陣
営
と
の
論
争
の
中
で
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
玄
奘
門
下
の
領
袖
、
慧
沼
は
『能
顕
中
辺
慧
日
論
』
を
も
っ
て
こ
れ
に
反
駁
す
る
。
世
を
挙
げ
て
玄
奘
の
学
風
に
靡
い
て
い
っ
た
時
流
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
崩
れ
ん
と
す
る
伝
統
の
学
域
を
死
守
す
る
孤
高
の
士
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。
佛
教
は
移
し
植
え
ら
れ
た
時
か
ら
そ
の
地
の
土
壌
に
よ
っ
て
育
っ
て
い
く
。
育
て
た
も
の
は
こ
れ
こ
そ
正
真
正
銘
の
真
説
、
正
法
た
る
の
自
覚
と
自
負
が
あ
る
。
中
国
佛
教
展
開
の
支
点
で
あ
る
。
こ
の
孤
高
の
学
徒
を
支
え
た
も
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
国
に
お
け
る
論
争
は
我
が
国
に
将
来
さ
れ
、
卜平
安
初
期
に
お
い
て
、
日
本
天
台
宗
を
創
建
し
た
最
澄
と
、
法
相
の
学
燈
を
相
承
す
る
徳
一
と
の
間
に
論
争
が
展
開
さ
れ
る
。
微
に
入
り
細
を
穿
つ
こ
の
応
酬
は
三
一
権
実
の
論
戦
と
な
り
、
教
学
全
般
に
及
ぶ
。
そ
の
基
盤
は
あ
く
ま
で
中
国
で
戦
わ
れ
た
軌
跡
上
に
あ
り
、
と
り
わ
け
法
宝
を
め
ぐ
る
戦
跡
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
が
中
日
を
通
じ
て
最
も
激
烈
な
も
の
と
な
る
。
一
乗
教
に
立
つ
最
澄
の
論
は
法
宝
を
根
拠
と
し
、,
三
乗
教
に
立
つ
徳
一
は
慧
沼
の
論
に
立
脚
し
て
鎬
を
削
る
の
で
あ
る
。
『守
護
国
界
章
』
三
巻
馬
『
法
華
秀
句
』
五
巻
を
は
じ
め
、
最
澄
の
著
作
の
大
半
は
こ
の
記
録
で
あ
り
、
生
涯
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
が
こ
こ
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
乗
の
人
間
平
等
論
と
三
乗
の
人
性
差
別
論
と
の
対
決
で
あ
り
、
日
本
佛
教
が
地
平
を
開
く
た
め
に
越
え
ね
ば
な
ら
ぬ
峠
で
あ
っ
た
。
一55一
二
百
年
近
く
の
歳
月
を
経
て
、
源
信
は
た
ま
た
ま
病
中
に
て
深
い
感
懐
に
入
り
、
挙
句
の
悲
嘆
の
中
で
発
意
し
、
こ
れ
を
縁
と
し
て
成
っ
た
の
が
『
一
乗
要
決
』
で
あ
る
。
こ
の
書
は
か
く
て
中
国
か
ら
日
本
へ
と
飛
火
し
た
論
争
の
過
程
を
踏
ま
え
、
法
華
一
乗
の
宗
義
を
宣
揚
し
、
法
相
三
乗
の
主
張
す
る
差
別
の
論
拠
を
斥
け
て
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
乗
真
実
三
乗
方
便
の
趣
意
は
必
然
的
に
最
澄
の
信
解
の
敷
衍
で
あ
り
、
溯
っ
て
は
法
宝
の
論
所
依
の
展
開
で
あ
る
。
し
か
も
究
極
に
志
す
と
こ
ろ
は
対
立
す
る
両
論
の
会
通
に
あ
る
。
二
真
如
所
縁
縁
種
子
を
め
ぐ
る
論
争
法
宝
の
所
論
は
多
岐
に
わ
た
り
、
論
述
は
広
範
多
彩
に
及
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
最
も
主
要
な
題
目
の
一
つ
と
な
っ
た
真
如
所
縁
縁
種
子
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
佛
性
論
展
開
の
跡
の
一
斑
を
明
め
た
い
と
思
う
。
五
性
説
を
立
て
る
唯
識
法
相
の
学
派
が
所
依
と
す
る
論
書
で
あ
る
『瑜
伽
師
地
論
』
の
中
か
ら
「真
如
所
縁
縁
種
子
」
を
指
摘
し
、
論
争
の
中
に
拉
し
来
っ
た
の
は
外
な
ら
ぬ
法
宝
で
あ
る
。
そ
の
巻
第
五
十
二
に
掲
げ
ら
れ
た
次
の
文
で
あ
る
。
「
間
若
此
習
気
摂
二
一
切
種
子
鱒
復
名
二遍
行
麁
重
一者
。
諸
出
世
間
法
従
二何
種
子
一生
。
若
言
下麁
重
自
性
種
子
為
二種
子
一生
加
不
レ
応
二
道
理
↓
答
諸
出
世
間
法
従
二真
如
所
縁
縁
種
子
一生
。
非
二彼
習
気
積
集
種
子
所
ザ
生
。
問
若
非
二習
気
積
集
種
子
所
7
生
者
。
何
因
縁
故
建
二立
三
種
般
涅
槃
法
種
性
差
別
補
特
伽
羅
↓
及
建
二立
不
般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
↓
所
以
者
何
。
一
切
皆
有
二真
如
所
縁
縁
一故
。
ぞ
　
答
由
二有
障
無
障
差
別
一故
。
若
於
下
通
昌達
真
如
一所
縁
縁
中
。
有
二畢
竟
障
種
子
一者
加
建
立
為
昌
不
般
涅
槃
法
種
性
補
特
伽
羅
こ
こ
の
文
に
対
す
る
所
見
を
法
宝
自
か
ら
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論
文
を
要
約
し
て
の
言
で
あ
る
。
「
瑜
伽
五
十
二
云
諸
出
(世
)
間
法
従
一真
如
所
縁
縁
種
子
一生
此
当
二本
性
一又
云
一
切
皆
有
二真
如
所
縁
(縁
)
齣以
二皆
有
一故
約
レ障
分
レ性
　
M
　
真
如
所
縁
(縁
)
種
(孑
)
故
知
二平
等
一」
一56一
〈
迷
い
に
流
転
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
苦
の
世
界
か
ら
脱
却
す
る
真
実
体
は
真
如
所
縁
縁
種
子
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。〉
と
い
う
こ
の
『瑜
伽
』
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
真
如
所
縁
縁
種
子
と
い
う
の
は
本
性
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
は
皆
、
真
如
所
縁
縁
が
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
だ
れ
も
が
生
死
の
苦
を
離
れ
た
安
ら
ぎ
の
境
地
に
達
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
逆
に
そ
の
到
達
の
障
害
と
な
る
も
の
の
方
か
ら
見
て
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
種
性
の
別
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。〉
と
こ
の
論
文
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
言
外
の
基
盤
に
は
、
真
如
所
縁
縁
種
子
と
い
う
も
の
の
普
遍
的
存
在
に
よ
っ
て
、
だ
れ
も
が
平
等
で
あ
る
と
い
う
原
理
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
法
宝
の
見
解
で
あ
る
。
諸
出
世
間
法
は
真
如
を
も
っ
て
種
子
と
し
、
そ
の
成
長
を
遮
る
も
の
を
指
摘
し
て
、
そ
れ
あ
る
が
故
に
不
般
涅
槃
法
(無
性
)
の
成
立
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
文
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
切
有
情
は
真
如
を
種
子
と
し
、
そ
れ
と
は
別
に
成
.不
成
の
差
別
の
種
子
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
説
い
た
文
で
あ
る
こ
と
を
、法
宝
は
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
一
切
皆
成
を
主
張
す
る
側
の
文
証
た
る
べ
く
、
五
性
各
別
を
立
て
て
無
性
有
情
の
存
在
を
主
張
す
る
法
相
唯
識
学
派
に
と
っ
て
は
、
そ
の
所
依
の
論
典
中
の
文
で
あ
る
だ
け
に
放
置
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
法
宝
の
着
眼
は
コ
切
皆
有
真
如
所
縁
縁
故
」
の
一
句
で
あ
る
。
諸
出
世
法
は
真
如
所
縁
縁
種
子
よ
り
出
ず
る
。
し
か
も
こ
れ
は
一
切
皆
有
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
五
性
の
差
別
が
生
じ
る
の
か
。
そ
れ
は
有
障
・
無
障
の
別
に
よ
る
。
で
は
、
一
切
皆
有
た
る
真
如
所
縁
縁
種
子
と
は
何
か
。
要
は
真
如
所
縁
縁
が
種
子
で
あ
る
こ
と
、
更
に
要
す
れ
ば
、
真
如
が
種
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
差
は
障
に
よ
っ
て
生
じ
る
以
上
、
性
の
差
別
は
種
子
の
故
で
は
な
い
。
般
浬
槃
・
不
般
涅
槃
の
別
は
種
子
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
出
世
間
法
を
生
じ
る
種
子
は
一
切
皆
有
で
あ
る
か
ら
平
等
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
障
の
別
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
法
宝
の
解
釈
で
あ
る
。
か
く
し
て
五
性
説
の
論
拠
た
る
論
典
を
も
っ
て
、
内
側
か
ら
屋
台
骨
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
唯
識
法
相
宗
家
で
は
窺
基
の
『瑜
伽
師
地
論
略
纂
』、
慧
沼
の
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
、
智
周
の
『
成
唯
識
論
演
秘
』
等
一57一
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
護
法
・
難
陀
・
勝
軍
の
種
子
説
か
ら
演
繹
し
て
法
宝
の
論
を
会
通
せ
ん
と
努
め
て
い
る
。
こ
こ
で
慧
唯
識
学
の
要
義
の
収
録
と
見
る
べ
き
良
算
等
の
労
作
『成
唯
識
論
同
学
鈔
』
に
よ
っ
て
反
論
釈
義
の
要
を
見
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
「真
如
凝
然
常
住
理
体
。
何
実
為
一諸
法
生
因
一耶
。」
「
明
二種
子
義
↓
瑜
伽
七
義
中
。
立
二無
常
義
一為
二第
一
殉
唯
識
六
義
中
。
以
二刹
那
滅
一列
二最
先
一此
即
土
ハ遮
三常
法
無
二転
変
一也
。」
　
る
　
「
若
如
二他
宗
釈
殉
以
一真
如
一為
二種
子
一者
。
直
可
レ
云
下
従
一真
如
種
子
一生
加
何
云
昌所
縁
縁
鰰耶
。」
種
子
に
は
刹
那
滅
の
義
が
あ
る
。
凝
然
常
住
の
理
体
で
あ
る
真
如
が
種
子
た
る
こ
と
は
到
底
あ
り
え
な
い
。
『
瑜
伽
』
の
論
に
も
「
一
切
皆
有
真
如
所
縁
縁
故
」
と
い
い
、
こ
こ
に
は
「
種
子
」
の
語
は
な
い
で
は
な
い
か
。
で
は
、
種
子
と
は
何
で
あ
る
か
。
(
5
)
「爰
知
。
此
文
真
如
為
二所
縁
縁
一能
縁
智
種
子
云
事
。」
こ
れ
が
本
有
無
漏
種
子
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
有
情
そ
れ
ぞ
れ
に
有
無
差
別
が
あ
っ
て
、
五
姓
の
別
を
生
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「依
二障
有
無
↓
建
二
立
種
性
不
同
↓
護
法
釈
二此
文
殉
依
・
障
建
一立
種
姓
別
一者
。
意
顕
二
無
漏
種
子
有
無
%
至
然
無
漏
種
子
微
隠
難
知
故
。
約
二彼
障
一顕
二性
差
肱
.蜘」
こ
れ
が
唯
識
法
相
学
派
の
所
論
の
枢
要
で
あ
る
。
『
瑜
伽
師
地
論
』
に
は
二
つ
の
問
答
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
e
〔問
〕
も
ろ
も
ろ
の
出
世
間
法
は
ど
う
い
う
種
子
か
ら
生
ず
る
の
か
。
〔答
〕
真
如
所
縁
縁
種
子
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
。
口
〔
問
〕
真
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
で
あ
る
。
何
に
よ
っ
て
五
性
の
別
を
生
ず
る
の
か
。
〔
答
〕
有
障
・
無
障
の
差
別
に
よ
る
。
「於
通
達
真
如
所
縁
縁
中
。
有
畢
竟
障
種
子
者
」
が
無
性
と
な
る
。
一58一
口
の
答
に
お
い
て
「於
通
達
真
如
所
縁
縁
中
」
-の
読
み
は
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
前
掲
原
文
の
如
く
、
「於
下
通
二
達
真
如
一
所
縁
縁
中
。
有
一畢
竟
障
種
子
一者
加」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
法
宝
は
「於
二
通
達
真
如
所
縁
縁
中
↓
有
二
畢
竟
障
種
子
一者
。」
と
読
ん
だ
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
所
論
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「准
二此
難
意
一若
出
世
間
法
真
如
所
縁
(縁
)
生
真
如
所
縁
縁
一
切
衆
生
平
等
皆
有
无
二其
勝
劣
一因
レ
何
分
二其
三
乗
種
性
及
有
无
性
一不
レ
可
レ説
三真
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
種
非
一
一
切
皆
有
一所
以
者
何
不
レ
可
下
答
家
以
レ非
二
一
切
皆
有
7
種
答
中難
家
督
昌
一
切
皆
有
二真
如
一為
う
難
」
「瑜
伽
自
為
昌問
答
一不
レ可
レ言
下難
家
不
レ得
二答
意
一将
二真
如
一為
う
難
又
真
如
所
縁
縁
目
レ智
論
云
真
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
即
是
説
二
智
(7
)
一
切
皆
有
醐因
レ何
有
无
不
同
」
『
瑜
伽
論
』
の
論
主
が
自
問
自
答
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
問
答
に
食
い
違
い
が
生
ず
る
は
ず
は
な
い
。
問
い
の
前
提
が
真
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
、
そ
め
応
答
が
智
種
は
非
一
切
皆
有
の
故
に
、
と
す
れ
ば
、
顧
み
て
他
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
問
答
は
擦
れ
違
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。
同
じ
論
主
か
ら
出
た
自
問
自
答
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
こ
の
問
答
に
は
、
真
如
は
智
種
で
あ
り
、
皆
有
た
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
。
そ
の
上
で
設
け
ら
れ
た
問
い
で
あ
り
、
答
え
で
あ
る
。
真
如
所
縁
縁
種
子
は
一
切
皆
有
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
に
涅
槃
法
の
性
に
般
・
不
般
の
差
別
が
生
じ
る
の
か
。
そ
れ
が
問
意
で
あ
る
。
「
論
云
若
於
二通
達
真
如
所
縁
縁
中
一有
二畢
竟
煩
悩
所
知
二
障
種
子
一建
立
為
二不
般
涅
槃
法
種
性
一乃
至
若
不
レ
爾
者
建
二
立
如
来
種
性
一
准
二此
答
意
一許
三
一
切
皆
有
二真
如
所
縁
縁
種
子
一故
約
レ障
答
也
若
謂
下真
如
所
縁
縁
雖
二
一
切
皆
有
一種
非
申
一
切
皆
有
占
即
応
下
約
二種
C
　
)
子
一答
と
そ
の
問
い
を
受
け
て
、
理
由
は
煩
悩
・
所
知
の
畢
竟
障
の
有
無
に
よ
っ
て
般
・
不
般
、
有
性
・
無
性
の
差
別
が
生
ず
る
と
い
う
の
が
答
意
一59一
で
あ
る
。
こ
の
問
答
の
脈
絡
は
、
真
如
所
縁
縁
種
子
が
一
切
皆
有
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
問
い
を
投
げ
、
そ
れ
を
受
け
て
実
は
と
障
の
側
を
取
り
上
げ
て
答
え
を
出
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
も
し
、
玄
奘
門
下
の
論
者
の
言
う
よ
う
に
真
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
、
そ
れ
を
縁
ず
る
種
子
は
非
一
切
皆
有
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
、
論
は
種
子
(本
有
無
漏
種
子
つ
ま
り
智
種
)
を
め
ぐ
っ
て
応
答
が
組
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
問
答
は
能
通
達
の
種
子
の
側
で
交
わ
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
答
え
は
能
障
の
側
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
は
、
能
通
達
の
智
は
真
如
所
縁
縁
種
子
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
切
皆
有
な
る
が
故
に
論
外
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
論
は
能
障
の
主
題
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
.
ま
た
、
種
子
は
刹
那
滅
な
る
が
故
に
無
為
法
た
り
え
ず
、
真
如
た
り
え
な
い
と
い
う
論
難
に
対
し
て
、
法
宝
は
い
う
。
(
9
)
「若
以
レ
違
二種
子
六
義
刹
那
滅
等
一故
不
レ得
レ
名
レ種
者
六
義
種
子
説
二
其
客
性
一非
二本
性
匚
種
子
六
義
の
性
は
客
性
で
あ
り
、
本
性
で
は
な
い
。
本
性
に
目
を
注
が
ず
し
て
佛
性
を
究
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
法
宝
の
所
信
の
典
拠
は
『
善
戒
経
』
で
あ
る
。
『菩
薩
善
戒
経
』
巻
第
一
の
次
の
文
で
あ
る
。
「
云
何
名
レ性
。
性
有
二
二
種
℃
一
者
本
性
。
二
者
客
性
。
言
二本
性
喝
陰
界
六
入
次
第
相
続
無
始
無
終
法
性
自
爾
。
是
名
二本
性
鱒
言
二客
性
一者
。
謂
下
所
二修
集
一
一
切
善
法
得
車菩
薩
性
加
是
名
二客
性
↓
而
此
経
中
以
二是
二
種
一名
レ之
為
レ性
。
是
二
性
者
名
レ之
為
レ支
。
又
　
o
　
復
性
者
亦
名
為
レ子
。
亦
名
為
レ界
。
亦
名
為
レ性
。」
こ
の
経
文
の
趣
意
は
佛
性
を
解
明
す
る
た
め
に
便
宜
上
、
本
性
と
客
性
の
二
支
を
立
て
、
そ
の
不
一
不
異
の
力
用
を
と
ら
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
宝
は
こ
の
文
に
注
目
し
、
こ
の
二
性
を
金
と
そ
れ
で
で
き
る
指
輪
や
佛
像
と
の
関
係
で
と
ら
え
て
い
る
。
法
蔵
の
『華
厳
金
師
章
』
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
体
と
現
象
、
理
と
事
の
相
即
に
佛
性
の
本
質
は
あ
る
の
で
あ
り
、
本
性
あ
っ
て
客
性
あ
り
、
、客
性
あ
っ
て
本
性
が
あ
る
以
上
、
本
性
が
一
切
皆
有
な
ら
ば
客
性
も
ま
た
し
か
る
べ
し
と
い
う
の
が
佛
性
論
の
根
幹
で
あ
る
。
一60一
し
か
し
本
体
が
い
か
に
し
て
現
象
化
し
、
顕
現
す
る
か
。
そ
れ
は
分
別
の
限
界
を
越
え
る
問
題
で
あ
っ
て
人
知
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
理
論
の
彼
方
に
あ
る
。
法
宝
は
言
う
。
(
　
)
「
依
一善
戒
経
一即
是
无
因
而
得
其
相
微
細
唯
佛
能
知
。」
こ
の
着
眼
も
『
善
戒
経
』
に
よ
っ
で
得
た
も
の
で
あ
る
。
経
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
復
有
二
二
種
殉
一
細
二
麁
。
所
レ言
細
者
無
レ因
而
得
。
無
レ
因
得
レ果
故
名
為
レ細
。
所
レ言
麁
者
有
レ因
而
得
。
従
レ
因
得
レ
果
故
名
為
レ
(
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)
麁
。」
こ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
「
従
因
得
果
」
の
「麁
」
の
み
を
俎
上
に
乗
せ
て
佛
性
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
彼
の
論
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
存
在
は
そ
の
究
極
に
お
い
て
因
を
否
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
が
縁
起
観
の
ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
縁
起
法
は
矛
盾
の
法
で
あ
る
。
自
己
否
定
こ
そ
が
客
性
を
本
性
に
還
元
し
、
相
即
す
る
契
機
で
あ
る
こ
と
を
洞
察
し
、
そ
れ
が
悉
有
佛
性
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
法
宝
自
身
、
そ
こ
ま
で
は
論
じ
て
い
な
い
が
、
そ
の
種
子
究
明
の
根
底
に
は
空
観
が
あ
る
如
く
に
思
う
。
そ
こ
に
単
な
る
理
論
家
に
甘
ず
る
こ
と
な
く
、
権
威
の
教
学
に
追
随
し
切
れ
な
か
っ
た
彼
の
面
目
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
真
如
所
縁
縁
は
種
な
り
と
す
る
の
が
一
乗
佛
性
を
奉
ず
る
法
宝
の
所
信
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
真
如
を
所
縁
縁
と
し
、
別
に
能
縁
の
智
種
を
立
て
る
の
が
三
乗
佛
性
に
立
つ
法
相
宗
家
の
主
張
で
あ
る
。
不
変
易
性
は
決
し
て
能
縁
た
り
え
な
い
の
で
お
る
。
法
宝
が
佛
性
を
本
客
二
性
に
分
け
、
そ
の
相
即
相
関
の
上
に
立
っ
て
真
如
を
力
用
と
し
て
捉
え
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
対
立
は
所
詮
、
妥
協
に
達
す
る
こ
と
は
な
い
。
一61一
'
中
国
で
の
こ
の
佛
性
論
争
は
決
着
を
見
ぬ
ま
ま
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
平
安
初
期
、
最
澄
と
徳
一
の
論
争
と
な
っ
て
再
炎
す
る
。
『
照
権
実
鏡
』
か
ら
『
法
華
秀
句
』
に
至
る
ま
で
最
澄
の
著
作
の
大
半
は
こ
の
論
争
の
記
録
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
ま
　
就
中
、
真
如
所
縁
縁
種
子
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
、
『守
護
国
界
章
』
巻
下
之
中
に
「救
真
如
所
縁
縁
種
子
第
四
」
の
章
を
設
け
、
な
　
法
宝
の
提
言
を
め
ぐ
る
中
国
の
論
争
を
下
地
に
し
た
日
本
で
の
論
争
の
様
相
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
徳
一
は
法
宝
に
対
す
る
駁
論
を
展
ず
る
に
先
だ
っ
て
、
法
宝
が
拠
っ
た
「
瑜
伽
第
五
十
一こ
の
文
を
引
用
し
、
次
い
で
淞
宝
の
文
を
掲
げ
、
そ
の
上
で
批
判
に
入
っ
て
い
る
。
「
瑜
伽
五
十
一こ
の
真
如
所
縁
縁
種
子
を
「本
有
無
漏
種
子
」
と
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
語
は
『瑜
伽
論
』
に
は
見
当
ら
な
い
。
『成
唯
識
論
』
に
よ
る
法
相
教
学
の
通
念
で
あ
り
、
護
法
の
種
子
合
成
義
に
立
つ
語
で
あ
る
。
真
如
の
コ
切
有
情
平
箋
轡
」
,
は
認
め
る
が
・
真
如
は
湛
然
と
し
て
無
為
で
あ
り
、
発
心
修
行
の
因
と
は
な
ら
な
い
。
が
く
て
正
因
と
し
て
立
て
ら
れ
た
の
は
無
漏
種
子
で
あ
る
。
こ
の
種
子
に
よ
り
、
真
如
は
所
縁
縁
に
る
に
止
ま
る
。
こ
の
理
念
に
立
っ
て
徳
一
は
法
宝
の
論
を
本
有
無
漏
種
子
の
否
定
の
主
張
と
解
し
、
そ
れ
を
最
澄
と
の
論
争
の
爼
上
に
載
せ
た
の
で
あ
る
。
徳
一
が
行
な
っ
た
法
宝
所
論
の
引
用
の
次
第
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
彼
自
釈
二成
破
意
一云
。
所
以
者
何
。
不
レ可
下答
家
以
三
一
切
有
二智
種
↓
答
中難
家
者
将
三
切
皆
有
二真
如
一為
う
難
。
今
推
二此
釈
意
殉
ま
　
答
家
者
。
論
答
二由
有
陬
無
障
差
別
故
一是
也
。
難
家
者
。
論
云
二所
以
者
何
。
一
切
皆
有
真
如
所
縁
縁
故
一是
也
。」
文
中
に
引
用
さ
れ
た
法
宝
の
語
は
「
所
以
者
何
」
以
下
「
為
難
」
ま
で
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
言
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
強
い
て
通
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
〈真
如
所
縁
縁
は
一
切
皆
有
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
種
般
涅
槃
法
種
性
の
補
特
伽
羅
の
差
別
を
生
じ
、
不
般
涅
槃
法
種
性
の
補
特
伽
羅
を
生
じ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
「智
種
は
一
切
皆
有
な
る
が
故
に
」
と
は
答
え
ら
れ
ず
、
有
障
.
無
障
の
差
別
に
よ
る
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
如
何
。〉
一62一
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
徳
一
は
こ
の
意
に
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
か
く
解
す
れ
ば
、
こ
の
言
は
『
瑜
伽
論
』
の
論
文
自
体
を
難
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
徳
二
は
言
う
。
ヨ
　
「不
三善
推
二論
意
一。
横
破
二聖
人
論
問
答
意
ご
と
こ
ろ
が
法
宝
の
言
は
違
っ
て
い
る
。
徳
一
の
引
用
に
誤
り
が
あ
る
。
原
文
は
『権
実
論
』
の
前
掲
の
文
の
如
く
、
「
以
一
切
有
智
種
」
ノ
へ
で
は
な
く
、
「
以
非
一
切
皆
有
種
」
で
あ
る
。
法
宝
は
『瑜
伽
論
』
を
難
じ
た
の
で
は
な
く
、
「真
如
所
縁
縁
一
切
皆
有
」
な
ら
ば
、
当
然
に
「
一
切
皆
有
種
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
不
可
」
と
言
っ
た
の
は
『瑜
伽
』
の
論
文
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
解
釈
、
法
相
宗
家
の
釈
義
の
方
で
あ
る
。
「
真
如
所
縁
縁
一
切
衆
生
平
等
皆
有
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
般
・
不
般
の
差
別
が
生
じ
る
の
は
何
故
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
智
種
は
非
一
切
皆
有
、
有
無
差
別
あ
る
が
故
に
と
い
う
答
え
を
出
す
解
釈
が
「
不
可
」
だ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
議
の
重
複
す
る
申
で
生
じ
る
誤
差
、
誤
解
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
論
争
の
究
明
に
く
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
関
門
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
最
澄
の
言
は
、
簡
明
に
、
「
此
説
非
レ理
。
其
瑜
伽
論
文
。
分
明
顕
二真
如
所
縁
縁
種
子
弔
非
レ顕
二本
有
無
漏
種
子
↓
故
驫
食
難
知
釈
。
深
違
一論
抽
αコ」
と
の
み
、
直
截
に
錯
綜
の
論
議
を
両
断
し
て
い
る
。
真
如
と
種
子
、
無
漏
と
種
子
、
こ
の
相
剋
矛
盾
を
如
何
に
解
決
す
る
か
、
こ
れ
は
一
乗
家
に
も
三
乗
家
に
も
ひ
と
し
く
負
わ
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
議
の
中
で
最
澄
は
攻
防
の
渦
中
か
ら
脱
し
て
、
冷
静
に
そ
れ
を
正
視
し
て
い
る
。
そ
の
言
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「宝
公
。
如
意
珠
種
子
。
未
三
必
具
二六
義
一也
。
驫
食
者
。
依
三
二
乗
権
教
↓
立
二有
為
種
子
殉
宝
公
。
拠
一二
乗
一
分
司
立
二真
如
種
子
殉
お
　
若
得
レ
意
相
許
。
彼
此
有
レ利
。
若
執
心
相
諍
。
彼
此
失
レ道
。」
,
,
一63一
そ
の
眼
は
遙
か
に
後
の
世
の
佛
性
論
争
の
帰
趨
を
見
渡
し
、
放
た
れ
た
矢
の
行
方
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
視
線
、
そ
の
期
待
を
受
け
て
立
っ
た
の
は
源
信
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
に
は
ま
ご
う
方
な
き
如
意
宝
珠
た
る
「真
如
種
子
」
を
持
し
て
い
た
。
三
源
信
の
真
如
種
子
論
平
安
初
期
の
論
争
か
ら
二
百
年
ば
か
り
後
、
源
信
は
以
上
の
重
層
的
な
論
争
の
過
程
を
回
顧
し
、
検
証
し
つ
つ
、
遂
に
『瑜
伽
師
地
論
』
巻
第
八
十
に
、
「真
如
種
性
。
真
如
種
子
。
真
如
集
成
。」
の
語
を
見
出
す
に
至
る
。
そ
の
著
『
一
乗
要
決
』
は
病
褥
に
あ
っ
て
古
来
の
争
い
に
悲
嘆
の
思
い
を
深
く
し
、
発
心
し
て
筆
・を
と
り
、
成
っ
た
も
の
と
い
う
。
そ
の
「
大
文
第
七
弁
佛
性
差
別
」
に
言
う
。
「
問
。
沼
公
又
難
云
。
若
即
真
如
為
レ種
能
生
。
応
丁
但
云
丙従
二真
如
種
ヱ
あ
生
乙出
世
法
甲。
何
須
・
云
二真
如
所
縁
縁
種
子
生
↓
已
上
此
義
云
何
。
答
。
第
八
十
唯
云
二真
如
種
性
。
真
如
種
子
↓
云
云
況
復
非
三
独
真
如
生
二出
世
法
弔
智
観
レ彼
時
生
。
故
言
昌所
縁
縁
殉
言
二種
子
一者
。
即
是
真
如
。
或
真
如
体
。
即
名
二種
子
喝
相
分
真
如
及
能
縁
心
。
亦
有
二種
子
幻
然
非
二法
爾
殉
含
二此
義
一名
為
二真
如
お
　
所
縁
縁
種
子
鱒
別
応
二
思
択
幻」
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
『瑜
伽
論
』
の
中
に
、
「真
如
種
子
」
の
語
を
摘
出
す
る
の
で
あ
る
。
巻
第
八
十
に
こ
の
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
皮
肉
と
も
見
え
、
ま
た
一
方
で
は
当
然
と
も
言
え
る
成
り
行
き
で
あ
る
。
お
　
「由
二此
転
依
真
如
清
浄
所
レ顕
。
真
如
清
浄
所
レ顕
。
真
如
種
性
。
真
如
種
子
。
真
如
集
成
こ
こ
れ
こ
そ
法
宝
が
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
澄
が
賛
し
た
如
意
珠
種
子
で
あ
る
。
源
信
は
こ
れ
を
指
摘
し
た
上
で
、
前
掲
の
文
を
草
し
、
こ
の
主
題
を
め
ぐ
る
長
い
論
争
に
終
止
符
を
打
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
意
を
次
の
二
項
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
一64一
き
る
。
ω
.『瑜
伽
五
十
二
』
の
文
に
拠
る
な
ら
ば
、
真
如
は
智
種
が
観
ず
る
相
分
で
あ
り
、
所
縁
縁
で
あ
る
。
真
如
は
法
爾
で
あ
る
が
、
縁
ず
る
無
漏
智
は
見
分
で
あ
ヶ
、
出
世
間
法
を
生
ず
る
が
有
為
た
る
の
種
子
で
あ
り
、
法
爾
で
は
な
い
。
最
澄
の
評
言
「
依
二三
乗
権
教
↓
立
二有
為
種
子
殉」
は
こ
れ
で
あ
る
。
②
『
瑜
伽
八
十
』・
の
文
に
拠
れ
ば
、
真
如
は
そ
れ
自
体
、
出
世
間
法
を
生
ず
る
因
で
あ
り
、
法
爾
の
種
子
で
あ
る
。
清
浄
な
る
真
如
の
顕
現
は
転
依
の
力
用
で
あ
り
、
集
成
の
因
、
つ
ま
り
種
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
最
澄
が
賛
し
た
六
義
を
具
せ
ぎ
る
種
子
、
如
意
珠
種
子
で
あ
る
。
か
く
唯
識
法
相
学
派
の
典
拠
た
る
論
書
の
中
に
「真
如
種
性
」
「真
如
集
成
」
「真
如
種
子
」
と
し
て
の
転
依
の
力
を
見
と
ど
け
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
乗
佛
性
の
立
場
を
確
立
す
る
。
し
か
も
一
方
で
は
、
無
漏
種
子
と
真
如
、
見
分
と
相
分
、
両
者
相
依
の
中
に
出
世
周
法
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
慧
沼
を
代
表
と
す
る
側
の
無
漏
種
子
観
を
包
摂
し
、
か
つ
ま
た
法
宝
を
代
表
と
す
る
真
如
種
子
観
を
顕
彰
し
た
統
合
の
立
場
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
天
の
下
、
一
法
の
中
、
皆
四
部
衆
た
り
、
自
宗
他
宗
の
偏
依
を
捨
て
よ
う
と
し
た
源
信
の
立
場
が
あ
る
。
そ
し
て
、
法
宝
か
ら
最
澄
へ
伝
承
さ
れ
た
真
如
種
子
観
を
不
動
の
も
の
た
ら
し
め
ん
と
念
願
す
る
彼
の
苦
心
の
跡
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
四
道
元
の
現
前
佛
性
論
以
上
の
如
き
展
開
の
後
、
こ
れ
も
ま
た
更
に
二
百
年
ば
か
り
後
に
位
置
す
る
の
が
道
元
の
佛
性
論
で
あ
る
。
若
き
道
元
が
叡
岳
を
下
山
、
入
宋
求
法
の
発
願
に
至
る
が
、
こ
れ
を
導
い
た
も
の
は
、
「本
来
本
法
性
・
天
然
自
性
芽
・」
(
(2
)
『建
撕
記
乾
巻
』Y
一65一
と
い
う
即
身
成
佛
の
教
義
、
天
台
本
覚
法
門
に
対
す
る
疑
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
身
本
来
佛
性
な
る
が
故
に
修
行
不
要
と
い
う
。
内
在
的
原
理
を
現
実
か
ら
遊
離
さ
せ
・
当
体
全
是
も
矛
盾
的
同
一
も
無
視
し
、
反
省
も
洞
察
も
な
く
、
即
自
的
里
髪
住
し
て
悪
無
礙
に
ひ
た
り
、
燠
悩
即
菩
提
を
唱
道
す
る
人
々
の
知
見
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
惑
で
あ
っ
た
。
入
宋
二
十
四
歳
、
大
宋
国
の
叢
林
を
歴
訪
し
た
挙
句
、
遂
に
天
童
山
如
浄
に
参
見
、
面
授
の
法
門
を
現
成
し
、
参
師
聞
法
し
て
佛
性
義
の
慧
眼
を
開
く
に
至
る
の
で
あ
る
。
讒
元
年
(
二
三
五
)
夏
簷
の
と
ミ
さ
る
大
寺
を
羹
そ
の
修
薯
た
ち
が
谿
念
覚
椦
別
に
よ
.
て
縫
を
蟹
そ
の
壁
画
を
平
然
と
掲
げ
て
い
る
の
を
見
て
、
い
よ
い
よ
参
学
の
思
い
を
新
た
に
す
る
。
(『正
法
眼
蔵
佛
性
』)
そ
の
彎
日
な
ら
ず
し
鱠
遂
に
如
浄
の
会
下
、
身
心
脱
落
の
公
案
に
よ
っ
て
大
覚
を
成
じ
、
一
生
の
参
学
の
大
事
を
遂
げ
る
。
二
+
六
歳
で
あ
る
。
二
年
を
経
て
帰
朝
・
如
浄
か
ら
相
承
し
た
法
燈
を
い
よ
い
よ
わ
が
国
に
掲
げ
、
そ
の
照
了
笙
涯
を
か
け
る
。
五
+
四
歳
の
示
寂
に
至
る
ま
で
に
示
し
た
『
正
法
眼
蔵
』
は
九
十
五
巻
に
達
す
る
。
そ
れ
は
全
巻
、
一
に
か
か
っ
て
佛
性
義
の
開
顕
に
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
「所
縁
縁
」
に
つ
い
て
道
元
は
ど
う
見
た
か
。
前
掲
の
如
く
源
信
は
真
如
所
縁
縁
種
子
と
真
如
種
子
の
要
訣
を
語
っ
て
い
る
の
は
次
の
一
語
で
あ
る
。
ま
　
「非
三
独
真
如
生
二出
世
法
一。
智
観
レ彼
時
生
。
故
言
二所
縁
縁
弔」
こ
れ
に
対
し
て
道
元
の
佛
性
観
は
主
客
相
対
を
越
え
、
意
識
的
・
知
識
的
分
別
を
脱
し
て
能
所
の
観
を
遮
し
、
行
証
の
内
に
究
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
　
「佛
言
、
欲
知
佛
性
義
、
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
、
佛
性
現
前
。」
一66一
(27
)
「
当
観
と
い
ふ
は
、
能
観
・
所
観
に
か
～
は
れ
ず
、
正
観
・
邪
観
等
に
準
ず
べ
き
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
当
観
な
り
。
」
(
28
)
『大
般
涅
槃
経
』
(北
本
、
巻
第
二
+
八
)
を
典
拠
と
す
る
こ
の
文
の
「
当
観
」
の
義
を
、
分
別
を
越
え
た
智
観
と
し
て
捉
え
、
佛
性
義
を
こ
の
当
観
に
よ
っ
て
究
め
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
見
分
・
相
分
を
分
つ
側
面
観
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
所
縁
縁
観
に
対
す
る
頂
門
の
一
針
で
あ
る
。
こ
れ
は
佛
性
を
時
に
よ
っ
て
知
ろ
う
と
す
る
意
図
を
表
し
た
語
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
佛
性
と
は
何
か
、
そ
れ
は
実
体
的
な
霊
性
で
あ
り
、
衆
生
が
迷
妄
の
内
に
あ
る
と
き
は
可
能
態
と
し
て
存
在
す
る
が
現
実
態
と
し
て
は
い
ま
だ
し
き
も
の
、
こ
れ
を
現
実
化
す
る
に
は
時
の
至
る
を
待
つ
べ
し
、
時
も
し
来
た
ら
ば
佛
性
は
現
前
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
有
の
佛
性
義
で
あ
る
。
道
元
は
こ
れ
に
根
本
的
な
疑
問
を
呈
す
る
。
「時
節
若
至
の
道
を
、
古
今
の
や
か
ら
往
々
に
お
も
は
く
、
佛
性
の
現
前
す
る
時
節
向
後
に
あ
ら
ん
ず
る
を
ま
つ
な
り
と
お
も
へ
り
。
か
く
の
ご
と
く
修
行
し
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
自
然
に
佛
性
現
前
の
時
節
に
あ
ふ
。
時
節
い
た
ら
ざ
れ
ば
、
参
師
問
法
す
る
に
も
、
弁
道
功
夫
す
る
に
も
、
現
前
せ
ず
と
い
ふ
。
恁
磨
見
取
し
て
、
い
た
づ
ら
に
紅
塵
に
か
へ
り
、
む
な
し
く
雲
漢
を
ま
ぼ
る
。
か
く
の
ご
と
(
29
)
く
の
ご
と
く
の
た
ぐ
ひ
、
お
そ
ら
く
は
天
然
外
道
の
流
類
な
り
。」
道
元
は
佛
性
を
法
性
、
真
如
と
同
義
と
し
て
い
る
。
一
切
存
在
の
根
拠
、
い
っ
て
み
れ
ば
「
い
の
ち
」
と
捉
え
て
い
る
。
現
実
そ
の
ま
ま
が
佛
性
の
あ
ら
わ
れ
、
真
如
の
活
波
乱
と
す
る
の
で
あ
る
。
佛
性
を
、
現
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
に
現
れ
て
来
る
可
能
態
と
い
う
理
解
の
仕
方
を
否
定
す
る
。
「
し
る
べ
し
、
時
節
若
至
は
、
十
二
時
中
不
空
過
な
り
。
若
至
は
既
至
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。
時
節
若
至
す
れ
ば
、
佛
性
不
至
な
り
。
Cm
)
し
か
あ
れ
ば
す
な
は
ち
、
時
節
す
で
に
い
た
れ
ば
、
こ
れ
佛
性
の
現
前
な
り
。」
し
か
時
節
若
至
と
い
う
の
は
、
寸
刻
も
今
を
空
費
し
て
は
な
ら
ぬ
と
の
戒
め
で
あ
る
。
『正
法
眼
蔵
啓
迪
』
に
は
、
若
至
を
「若
く
至
れ
り
」
と
一67一
読
む
べ
し
と
警
告
さ
れ
て
い
覧
「若
至
」
と
ば
・
暑
籖
で
は
な
く
「抗
此
蚕
.『
の
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
・つ
。
黍
に
押
し
や
っ
て
未
だ
現
前
せ
ず
と
な
し
て
来
た
佛
性
義
を
「
既
,奮
と
す
る
の
で
あ
る
。
佛
性
は
未
来
に
設
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
一
瞬
に
・
今
貝
今
に
観
る
べ
き
も
の
≦
一・
う
の
で
あ
る
。
い
ま
、
わ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
こ
に
佛
性
現
前
あ
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
　
「只
今
バ
カ
リ
我
命
ハ
存
ス
ル
也
」
(『正
法
眼
蔵
随
聞
記
』)
わ
が
い
の
ち
と
は
佛
性
で
あ
る
。
「
あ
る
一
類
お
も
は
く
、
佛
性
は
草
木
の
種
子
の
ご
と
し
、
法
雨
の
う
る
ひ
し
き
り
に
う
る
ほ
す
と
き
、
芽
茎
生
長
し
、
枝
葉
花
菓
も
す
こ
と
あ
り
、
果
実
さ
ら
に
種
子
を
は
ら
め
り
。
か
く
の
ご
と
く
見
解
す
る
、
凡
夫
の
情
量
な
り
。
た
と
ひ
か
く
の
ご
と
く
見
解
す
ま
　
と
も
、
種
子
お
よ
び
花
果
、
と
も
に
条
辷
赤
心
な
り
と
参
究
す
べ
し
。」
従
来
・
佛
性
は
佛
種
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
草
木
の
種
子
の
如
く
、
生
長
の
可
能
性
の
内
蔵
体
と
見
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
種
子
譬
喩
観
を
、
道
元
は
根
元
か
ら
排
除
す
る
・
「
悉
有
佛
性
」
を
悉
蕃
聳
と
読
ま
ず
・
「
悉
有
.佛
㌫
と
読
む
.
存
在
即
佛
性
と
見
る
の
で
あ
る
。
可
能
態
が
現
実
態
に
移
っ
て
ゆ
く
、
そ
の
時
間
的
距
離
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
「
た
き
木
、
は
ひ
と
な
る
、
さ
ら
に
か
へ
り
て
た
き
木
と
な
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
し
か
あ
る
を
、
灰
は
の
ち
、
薪
は
さ
き
と
見
取
す
べ
か
ら
ず
。
し
る
べ
し
、
薪
は
薪
の
法
位
に
住
し
て
、
さ
き
あ
り
の
ち
あ
り
、
前
後
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
前
後
際
断
せ
り
。
灰
は
灰
の
ま
　
法
位
に
あ
り
て
、
の
ち
あ
り
さ
き
あ
り
。」
(『正
法
眼
蔵
現
成
公
按
』)
刻
一
刻
、
遷
流
に
こ
そ
法
位
が
あ
る
。
し
か
も
依
法
而
立
の
「時
」
は
前
後
際
断
、
独
立
無
伴
で
あ
る
。
道
元
は
諸
行
の
遷
流
、
無
常
に
こ
そ
佛
性
あ
り
と
と
ら
え
て
い
る
。
有
為
転
変
の
世
界
を
越
え
て
、
常
住
の
可
能
性
を
望
む
こ
と
に
期
待
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
無
常
の
世
の
外
に
永
遠
の
別
天
地
を
求
め
る
の
で
は
な
く
し
て
、
流
転
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
な
き
こ
の
世
の
実
相
に
佛
性
を
究
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
.:
ま
　
「
華
は
愛
惜
に
ち
り
、
草
は
棄
嫌
に
お
ふ
る
の
み
な
り
。」
(『正
法
眼
蔵
現
成
公
按
』)
こ
毋
句
は
迷
い
の
風
光
で
は
な
い
。
実
相
の
表
白
で
あ
る
と
思
う
。
今
、
生
き
て
い
る
こ
の
ひ
と
と
き
に
、
,佛
性
を
感
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
。
如
来
常
住
無
有
変
易
。」
(
36
)
こ
の
語
は
『
大
般
涅
槃
経
』
(北
本
、
巻
第
二
十
七
)
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
語
を
核
に
し
て
道
元
の
佛
性
論
は
展
開
す
る
。
こ
ノ
ク
ニ
リ
ハ
ニ
メ
ザ
シ
ル
コ
の
佛
言
の
従
来
の
読
み
は
二
切
衆
生
悉
有
二佛
性
叩
如
来
常
住
無
有
二
変
易
ご
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
道
元
は
こ
れ
を
以
下
ハ
也
ハ
也
ハ
ニ
ノ
也
也
也
の
如
く
読
ん
で
い
る
も
の
と
推
察
し
う
る
の
で
あ
る
。
コ
切
衆
生
。
悉
有
佛
性
。
如
来
常
住
。
無
有
変
易
。」
そ
の
佛
性
論
の
次
の
三
つ
の
骨
子
が
こ
の
読
み
に
よ
っ
て
美
事
に
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ω
有
佛
性
悉
有
は
佛
性
で
あ
る
と
い
う
。
有
佛
性
と
は
佛
性
な
る
も
の
が
保
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
佛
性
の
様
相
は
個
別
的
存
在
、
つ
ま
り
悉
有
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
衆
生
が
衆
生
と
し
て
あ
る
道
理
、
そ
の
一
大
因
縁
が
佛
性
で
あ
る
。
悉
有
と
は
存
在
の
根
拠
で
あ
る
。
か
く
見
れ
ば
、
佛
性
の
あ
り
方
は
、
有
情
・
無
情
を
問
わ
な
い
。
一
切
存
在
に
わ
た
る
。
一
切
存
在
、
そ
れ
は
衆
生
と
し
て
あ
る
。
そ
の
根
元
た
る
悉
有
が
佛
性
と
呼
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
道
元
の
捉
え
方
で
あ
る
。
②
無
佛
性
佛
性
は
無
で
あ
る
。
実
体
を
否
定
し
、
無
自
性
空
を
佛
性
と
す
る
。
佛
性
な
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
無
限
定
な
る
佛
性
が
遍
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
遍
に
し
て
不
変
な
る
悉
有
は
弁
道
に
よ
っ
て
の
み
顕
現
す
る
。
そ
れ
は
個
の
現
成
で
あ
る
。
個
と
し
て
現
れ
る
以
外
に
佛
性
は
な
い
。
こ
れ
が
悉
有
で
あ
る
。
以
上
、
有
と
無
は
二
而
不
二
で
あ
る
。
諸
法
実
相
に
よ
っ
て
佛
性
を
捉
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
.'
㈹
無
常
佛
性
無
な
る
常
、
そ
れ
が
佛
性
で
あ
る
。
無
常
そ
の
ま
丶
を
佛
性
と
す
る
。
無
常
の
相
と
し
て
佛
性
は
現
前
す
る
。
草
が
生
い
、
花
が
散
る
と
こ
ろ
に
佛
性
あ
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
有
為
転
変
と
は
別
に
常
住
の
世
界
を
求
め
る
の
で
は
な
い
。
道
元
の
詠
に
「詠
二本
来
面
目
一」
と
題
す
る
和
歌
が
あ
る
。
佛
性
の
詠
で
あ
る
。
「春
は
花
夏
ほ
と
と
ぎ
す
秋
は
月
(37
)
冬
雪
さ
え
て
す
ず
し
か
り
け
り
」
法
宝
が
提
示
し
た
真
如
所
縁
縁
種
子
は
、
実
は
論
争
相
手
の
陣
営
に
踏
み
込
ん
で
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
本
意
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
受
け
た
最
澄
も
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
た
源
信
の
真
如
種
子
も
、
み
な
唯
識
論
学
派
の
べ
ー
ス
で
の
立
論
で
あ
っ
た
。
道
元
は
こ
れ
ら
の
種
子
観
論
争
の
局
外
に
あ
っ
て
、
そ
の
論
争
の
基
盤
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
乗
の
学
派
は
外
縁
を
要
し
つ
つ
も
な
お
か
つ
内
な
る
種
子
に
世
界
成
立
の
基
礎
を
置
き
、
無
漏
種
子
を
欠
く
有
情
は
無
性
と
し
て
永
久
に
成
佛
の
望
み
を
断
つ
。
こ
れ
に
対
す
る
一
乗
の
学
派
は
種
宗
た
る
対
者
の
名
目
に
合
せ
つ
つ
、
世
界
成
立
の
根
元
を
遍
在
の
真
如
の
力
用
に
求
め
、
佛
性
論
の
根
拠
を
先
天
的
理
性
に
置
く
。
一
分
無
性
と
悉
有
、
立
場
も
結
論
も
相
反
す
る
が
、
佛
性
を
内
在
性
、
可
能
性
を
も
つ
本
有
の
原
理
と
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
対
立
相
克
、
長
い
論
争
の
解
決
に
億
次
元
を
新
た
に
し
た
諦
念
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
無
媒
介
の
有
無
論
で
は
な
く
、
矛
盾
相
即
の
法
に
よ
る
究
明
、
つ
ま
り
佛
性
論
を
佛
教
本
来
の
法
橋
に
乗
せ
る
こ
と
、
要
言
す
れ
ば
諸
法
実
相
の
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。
こ
の
課
題
を
背
負
っ
た
の
が
道
元
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
行
証
の
立
場
を
も
っ
て
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。、
し
か
し
、
こ
れ
は
道
元
独
自
の
力
で
は
な
い
。
そ
の
己
証
の
み
で
は
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
中
国
の
佛
教
、
と
り
わ
け
、
禅
家
の
長
い
一70一
伝
承
と
形
成
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
初
祖
西
来
以
来
、
脈
々
と
し
て
天
童
山
如
浄
に
至
り
、
道
元
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
道
元
は
如
浄
の
会
下
に
あ
っ
た
時
、
師
の
一
言
一
句
、
そ
の
言
動
を
速
記
し
た
ノ
ー
ト
を
『
宝
慶
記
』
と
名
づ
け
て
秘
か
に
蔵
し
、
薫
陶
の
体
験
を
思
い
出
す
ま
ま
に
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
語
っ
て
い
る
。
ま
た
『
正
法
眼
蔵
佛
性
』
に
は
、
そ
の
巻
頭
に
如
浄
に
至
る
た
で
の
正
法
相
承
の
系
譜
を
述
べ
、
九
十
五
巻
の
各
所
に
具
体
例
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
正
伝
佛
教
の
展
開
の
要
津
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
佛
性
義
を
語
っ
て
い
る
。
無
常
佛
性
を
説
く
中
で
、
次
の
言
は
注
目
さ
れ
る
一
節
で
あ
る
。
「
草
木
叢
林
の
無
常
な
る
、
す
な
は
ち
佛
性
な
り
。
人
物
身
心
の
無
常
な
る
、
こ
れ
佛
性
な
り
。
国
土
山
河
の
無
常
な
る
、
こ
れ
佛
性
C　
)
な
る
に
よ
り
て
な
り
。」
(『正
法
眼
蔵
佛
性
』)
草
木
叢
林
、
山
河
国
土
、
す
べ
て
佛
性
で
あ
る
。
衆
生
と
は
有
情
に
限
ら
な
い
。
悉
有
が
佛
性
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
イ
ン
ド
佛
教
に
あ
っ
て
は
そ
う
は
見
な
い
。
『涅
槃
経
』
に
、
「
非
佛
性
者
。
所
謂
一
切
牆
壁
瓦
石
無
情
之
物
。
離
二如
レ
是
無
情
之
物
殉
是
名
二佛
性
ご
(『大
般
涅
槃
経
』
〈北
本
、
巻
第
二
十
鉱
遡
と
宣
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
無
情
の
も
の
は
佛
性
義
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
中
国
佛
教
に
お
い
て
は
、
悉
有
の
思
想
は
有
情
の
す
べ
て
に
及
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
無
情
に
も
ゆ
き
わ
た
る
。
衆
生
と
は
存
在
す
る
も
の
一
切
を
覆
う
。
無
情
佛
性
の
思
想
は
中
国
に
お
い
て
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
草
木
は
無
論
、
山
河
、
行
雲
、
流
水
、
そ
こ
に
、
い
の
ち
を
見
と
ど
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一71一
 
昭
和
六
十
年
四
月
、
国
立
京
都
国
際
会
議
場
で
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
自
己
と
他
者
、
更
に
は
民
族
や
文
化
の
間
の
相
違
、
相
対
を
乗
り
越
え
て
人
類
の
未
来
を
関
く
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
究
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
九
回
の
日
本
で
の
会
議
に
参
加
し
た
の
は
心
理
学
.
精
神
医
学
.
生
物
学
.
人
工
頭
脳
・
哲
学
・
文
化
人
類
学
・
比
較
思
想
・
物
理
学
・
経
営
学
な
ど
の
学
者
や
、
経
営
者
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
・
元
宇
宙
飛
行
士
・
宗
教
家
な
ど
、
広
い
分
野
に
わ
た
る
人
々
で
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
『
伝
統
と
科
学
の
融
和
』、
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
立
場
か
ら
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
探
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
・
そ
の
趣
意
は
・
現
代
に
至
っ
て
人
類
が
亡
ぶ
か
、
生
き
残
る
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
て
い
る
時
、
有
史
以
来
の
未
曽
有
の
危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
、
い
か
に
人
間
の
未
来
を
迎
え
る
か
と
い
う
課
題
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
基
盤
作
り
、
そ
れ
は
新
た
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
そ
れ
は
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
、
す
な
わ
ち
超
個
人
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
従
来
、
宗
教
と
科
学
は
対
立
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
お
い
て
は
融
和
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
道
如
何
と
い
う
に
あ
る
。
元
宇
宙
飛
行
士
ラ
ッ
セ
ル
・
L
・
シ
ワ
イ
カ
ー
ト
氏
(R
asse
ll
L
.
S
ch
w
e
ick
a
rt
)
6̀
発
言
は
そ
の
宇
宙
飛
行
体
験
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
六
九
年
、
ア
ポ
ロ
九
号
に
乗
っ
て
地
球
を
一
五
一
周
す
る
旅
を
行
っ
た
。、
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
こ
の
飛
行
は
、
月
面
着
陸
の
操
従
テ
ス
ト
が
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。
飛
行
中
に
彼
は
相
当
長
時
間
の
実
験
、
月
着
陸
船
の
外
に
出
て
宇
宙
遊
泳
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ド
ッ
キ
ン
グ
の
際
、
問
題
が
起
っ
て
二
つ
の
船
の
間
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
抜
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
船
外
に
出
て
船
の
表
面
を
伝
っ
て
一
方
の
船
か
ら
他
方
に
乗
り
移
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
た
め
に
、
司
令
船
で
は
デ
ー
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
氏
が
待
機
し
て
い
た
。
彼
が
船
外
の
宇
宙
空
間
に
出
た
と
き
、
船
内
の
デ
ー
ブ
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
「
カ
メ
ラ
が
う
ま
く
作
動
し
な
い
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
。
修
理
に
五
分
間
く
れ
。」
こ
う
し
て
デ
ー
ブ
が
カ
メ
ラ
と
奮
闘
し
て
い
る
最
中
、
宇
宙
に
出
た
シ
ュ
ワ
イ
カ
ー
ト
は
失
業
し
て
し
ま
っ
た
。
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
に
つ
か
ま
っ
た
ま
ま
、
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
。
地
球
を
見
下
し
た
。
壮
観
だ
っ
た
。
船
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
上
空
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
大
平
洋
上
の
赤
道
を
横
切
っ
た
直
後
、
夜
の
闇
か
ら
抜
け
出
し
た
。
無
線
は
完
全
に
途
絶
え
て
い
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
を
眼
下
に
し
な
が
ら
、
完
璧
な
沈
黙
の
中
を
、
時
速
一
万
七
千
マ
イ
ル
で
宇
宙
空
間
を
飛
行
す
る
こ
ど
が
、
ど
ん
な
に
感
動
的
な
一72一
も
の
か
、
想
像
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
彼
は
語
る
9
こ
の
五
分
間
の
体
験
は
、
完
全
に
自
己
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
思
う
ほ
ど
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
彼
は
回
想
し
て
い
る
。
眼
の
下
に
は
美
し
い
惑
星
、
地
球
と
い
う
星
を
見
る
。
国
境
の
な
い
一
つ
の
天
体
、
そ
れ
と
今
宇
宙
に
独
り
で
い
る
自
分
と
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
か
と
闘
う
て
い
た
。
人
類
の
文
化
と
い
う
長
い
歴
史
、
知
能
の
発
達
、
努
力
の
集
積
、
か
く
築
き
上
げ
て
き
た
共
同
の
成
果
、
そ
の
最
先
端
に
自
分
は
い
る
、
こ
れ
は
多
く
の
条
件
の
結
合
の
結
果
で
あ
り
、
ど
の
一
つ
が
欠
け
て
も
、
今
自
分
は
こ
こ
に
い
な
い
。
自
分
は
今
、
人
類
進
化
の
尖
端
、
人
類
文
化
の
未
開
地
に
向
か
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
こ
こ
に
い
る
。
そ
の
自
覚
は
自
信
と
い
う
よ
う
な
小
っ
ぼ
け
な
も
の
で
は
な
く
、
全
人
類
の
責
任
と
い
う
重
い
も
の
を
感
じ
た
。
母
体
を
離
れ
て
感
覚
器
官
だ
け
に
化
し
た
自
己
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
感
じ
は
へ
り
く
だ
っ
た
謙
虚
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
自
我
は
消
え
て
い
た
。
人
類
と
い
う
意
識
、
そ
の
自
覚
が
拡
大
し
て
い
き
、
大
き
な
゜
生
命
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
直
感
し
た
。
そ
の
生
命
体
の
最
先
端
に
い
る
自
分
の
存
在
を
思
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
一73
地
球
の
中
で
育
っ
て
き
た
生
命
、
そ
れ
が
今
、
宇
宙
へ
出
よ
う
と
し
て
い
る
。
生
命
の
脱
皮
、
今
は
そ
の
時
、
こ
こ
は
そ
の
処
だ
と
感
一
じ
た
。
母
体
を
出
よ
う
と
し
て
い
る
胎
児
、
新
た
な
生
命
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
、
宇
宙
的
誕
生
の
時
を
感
じ
た
。
そ
の
苦
し
み
を
感
じ
た
。
胎
内
の
ま
ま
、
母
胎
と
共
に
死
滅
す
る
か
、
生
ま
れ
出
て
宇
宙
へ
出
る
か
、
破
滅
か
、
新
生
か
、
そ
の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
た
。
こ
れ
が
シ
ワ
イ
カ
ー
ト
氏
の
体
験
で
あ
る
。
彼
は
宇
宙
空
間
に
い
て
、
今
ま
で
求
道
者
が
欣
求
し
つ
づ
け
た
命
の
根
元
に
近
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
球
の
表
面
に
あ
っ
て
は
見
え
な
か
っ
た
現
実
の
真
相
が
見
え
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
自
然
征
服
と
い
う
科
学
発
達
に
か
(
40
)
け
て
来
た
通
念
は
、
進
歩
の
最
尖
端
に
立
っ
て
、
生
命
体
で
あ
る
母
な
る
地
球
を
見
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
世
界
の
た
め
に
、
佛
性
論
が
築
き
上
げ
て
き
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
註
記
〕
(末
尾
の
数
字
は
巻
次
お
よ
び
ペ
ー
ジ
を
示
す
。
)
(
1
)
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
(
以
下
『
大
正
蔵
経
』
と
略
記
)
五
〇
、
七
二
七
。
な
お
、
拙
著
『
一
乗
佛
性
権
実
論
の
研
究
上
』
(昭
和
六
十
年
十
一
月
隆
文
館
刊
。
以
下
『権
実
論
の
研
究
』
と
略
記
)
「第
一
章
撰
者
法
宝
に
つ
い
て
」
参
照
。
(
2
)
『
大
正
蔵
経
』
三
〇
、
五
八
九
上
。
(
M
)
『
l
乗
仏
性
権
実
論
』
(写
本
、
金
沢
文
庫
蔵
)
中
巻
。
『権
実
論
の
研
究
上
』
四
二
四
、
お
よ
び
七
〇
七
。
な
お
本
文
中
(
)
を
付
し
て
原
文
中
の
欠
字
と
思
わ
れ
る
部
分
を
補
填
。
私
訓
。
(
4
)
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
第
四
、
『大
正
蔵
経
』
六
六
、
一
五
九
上
～
中
。
(
5
)
同
、
一
五
九
中
。
(6
)
同
右
。
(
7
)
註
(
3
)
に
同
じ
く
。
『権
実
論
の
研
究
上
』
四
五
六
～
六
二
、
お
よ
び
七
一
五
～
六
。
(
8
)
註
(
3
)
に
同
じ
く
。
『権
実
論
の
研
究
上
』
四
六
四
、
お
よ
び
七
一
六
。
(
9
)
註
(
3
)
に
同
じ
く
。
『権
実
論
の
研
究
上
』
四
六
七
～
七
〇
、
お
よ
び
七
一
七
。
(
10
)
↓
大
正
蔵
経
』
三
〇
、
九
六
二
下
、
私
訓
。
(
1
)
註
(
3
)
に
同
じ
く
。
『権
実
論
の
研
究
上
』
四
七
一
～
六
、
お
よ
び
七
一
八
。
(
12
)
『大
正
蔵
経
』
三
〇
、
九
六
二
下
、
私
訓
。
(
13
)
こ
れ
は
巻
下
之
中
の
本
文
に
付
さ
れ
た
章
名
で
あ
り
、
巻
頭
目
次
に
は
「弾
蠹
食
者
謬
破
真
如
所
縁
縁
種
子
第
四
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
14
)
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
論
「
『
守
護
国
界
章
』
に
お
け
る
唐
沙
門
法
宝
の
佛
性
論
-
真
如
所
縁
縁
種
子
を
め
ぐ
る
論
争
ー
」
(田
村
晃
祐
編
『
徳
一
論
叢
』
昭
和
六
十
一
年
国
書
刊
行
会
刊
所
収
)
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
の
で
、
詳
説
し
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
論
考
を
加
え
る
。
(
15
)
『
新
導
成
唯
識
論
』
(佐
伯
定
胤
校
訂
、
昭
和
四
十
七
年
法
隆
寺
刊
)
一
〇
、
九
～
一
〇
。
(
16
)
『守
護
国
界
章
』
巻
下
之
中
。
『伝
教
大
師
全
集
』
二
、
五
七
五
～
六
。
(
17
)
同
、
五
七
六
。
(
18
)
同
右
。
一?4一
(
19
)
同
、
五
八
〇
。
(
20
)
『
恵
心
僧
都
全
集
』
(比
叡
山
専
修
院
同
叡
山
学
院
編
、
昭
和
四
十
六
年
思
文
閣
刊
)
二
、
一
七
九
～
八
〇
。
(
21
)
『
大
正
蔵
経
』
三
〇
、
七
四
七
下
。
(
2
)
永
福
面
山
訂
補
本
、
『
日
本
仏
教
全
書
』
(昭
和
四
十
七
年
鈴
木
学
術
財
団
刊
)
七
三
、
二
八
四
下
。
(
23
)
『
道
元
禅
師
全
集
』
(大
久
保
道
舟
編
、
昭
和
四
十
五
年
筑
摩
書
房
刊
、
以
下
『
道
元
全
』
と
略
記
)
上
、
二
六
。
(
24
)
中
世
古
祥
道
著
『
道
元
禅
師
伝
の
研
究
』
(
昭
和
五
十
四
年
国
書
刊
行
会
刊
)
に
よ
れ
ば
、
大
悟
の
年
時
に
関
し
て
諸
説
あ
り
、
宝
慶
元
年
、
二
年
、
三
年
に
わ
た
る
。
年
次
内
で
も
種
々
の
推
定
の
説
あ
り
、
探
索
す
る
に
順
っ
て
明
確
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
混
迷
の
度
を
加
え
る
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
。
「
さ
る
大
寺
」
と
は
阿
育
王
山
広
利
禅
師
寺
で
あ
る
が
、
堂
頭
大
光
和
尚
に
聞
法
し
た
『
宝
慶
記
』
の
記
事
と
、
身
心
脱
落
と
の
前
後
に
つ
い
て
は
、
『宝
慶
記
』
が
巻
子
本
で
あ
っ
た
か
否
か
に
疑
問
が
あ
る
た
め
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
旨
、
記
さ
れ
て
い
る
。
(
二
四
二
～
五
五
)
(
25
)
本
註
(
20
)
参
照
。
(
26
)
『
道
元
全
』
上
、
一
六
。
(
27
)
同
右
。
(
28
)
『
大
般
浬
槃
経
』
(北
本
)
「師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一
之
二
」
に
「
欲
見
佛
性
。
応
当
観
察
時
節
形
色
。
是
故
我
説
。
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
。
実
不
虚
妄
。
」
(『
大
正
蔵
経
』
=
一、
五
三
二
上
)
と
あ
り
、
道
元
の
こ
の
語
は
こ
れ
に
直
接
拠
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
『
聯
燈
会
要
』
巻
第
七
の
「南
嶽
下
第
四
世
州
洪
百
丈
山
懐
海
禅
師
法
嗣
」
、
「
経
云
。
欲
識
佛
性
義
。
当
観
時
節
因
縁
。
時
節
若
至
。
其
理
自
彰
。」
(
『大
日
本
続
栽
経
』
第
九
套
第
三
冊
ご
七
一
丁
左
下
)
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
29
)
『
道
元
全
』
上
、
一
六
～
七
。
(
30
)
同
、
一
七
。
(
31
)
『
正
法
眼
蔵
啓
迪
』
(
西
有
穆
山
提
唱
、
富
山
祖
英
聴
書
、
博
林
皓
堂
編
、
昭
和
四
十
年
大
法
輪
閣
刊
)
中
、
二
〇
六
～
七
。
(
2m
)
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
三
-
二
六
(『
道
元
全
』
下
、
四
五
五
)
(
3
)
『
道
元
全
』
上
、
一
六
。
(
鍛
)
同
、
八
。
(
鵠
)
同
、
七
。
一75一
(
6CYJ)
『大
正
蔵
経
』
一
二
、
五
二
二
下
。
(
37
)
『道
元
全
』
下
、
四
=
一。
(
38
)
同
、
i
l
l
°
(
39
)
『大
正
蔵
経
』
=
一、
五
八
一
上
。
(
40
)
「科
学
と
手
を
結
ぶ
『
心
』
t
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
国
際
会
議
に
出
て
ー
」
(『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
六
十
年
五
月
六
日
朝
刊
)
、
お
よ
び
「
ス
ペ
ー
ス
・
オ
デ
ッ
セ
イ
〈
ラ
ッ
セ
ル
・
」
・
シ
ワ
イ
カ
ー
ト
講
演
速
記
〉
」
(河
合
隼
雄
・
吉
福
伸
逸
共
編
『宇
宙
意
識
へ
の
接
近
』
昭
和
六
十
一
年
春
秋
社
刊
)
一
～
一
六
。
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